　（建物名称）　　共同防火（防災）管理協議会　協議事項（例）

（　　　　年　　月　　日作成）
	協議会の設置
	当ビルの建物全体についての防火（防災）管理を行うため、別表の構成員をもって　（建物名称）　　共同防火（防災）管理協議会（以下「協議会」という。）を設置する。　
協議会の事務局は　（テナントや会社の部署等の名称）　におくものとし、代表者（以下「会長」という。）及び統括防火（防災）管理者の指示のもとで、協議会の事務を行う。

	協議会の会長等
	　協議会の会長は、　　　　　　　　　　　　　とする。
　また、副会長は、　　　　　　　　　及び　　　　　　　　とする。

	協議会の会長等
の責務
	①　会長は、各管理権原者と協議して、統括防火（防災）管理者を選任（解任）し、消防機関に届け出るものとする。
②　会長は、統括防火（防災）管理者に建物全体についての消防計画の作成及び建物全体についての防火（防災）管理業務を行わせるものとする。
③　会長は、各管理権原者と相互に意思の疎通を図り、協議会の円滑な運営に努める。
④　副会長は、会長を補佐し、会長が不在の場合は、その職務を代行する。

	協議会の
審議事項等
	協議会は、建物全体についての防火（防災）管理を行なうための基本的な次の事項について審議し、決定する。
①　協議会の設置及び運用に関すること。
②　協議会の代表者の選任に関すること。
③　統括防火（防災）管理者に付与する建物全体についての防火（防災）管理上の権限に関すること。
④　建物全体についての消防計画及び建物全体についての防火（防災）管理上必要な事項に関すること。
⑤　建物全体についての消防計画と各事業所の消防計画との整合に関すること。
⑥　その他必要な事項

	協議会の会議の開催
	　協議会の会議は、定例会及び臨時会とする。
①　定例会は、　　　月、　　　月の２回開催する。
②　臨時会は、会長が必要と認めるときに開催する。
③　会長は、必要に応じて統括防火（防災）管理者を参加させるものとする。



